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場 logは，近年増加傾向にあるWeblogと，カメラや GPSといった機能が付加された携帯電話端末を用いて，各人が個々

に発信した情報を位置情報に基づいて整理し，新たな情報閲覧を可能にするシステムである．このシステムでは，ユーザ

からメールで送信されたデータと，個人のWeblogから生成されるメタデータを収集し，画像に埋め込まれた位置情報と

ともにデータベースに登録する．登録されたデータは，場所 blogと blog地図という 2つのアプリケーションで閲覧可能

である． 

1. はじめに 
本研究では，Weblogと携帯電話端末を用いて，
各人が個々に発信した情報を位置情報に基づいて

整理し，新たな情報閲覧を可能にするため場 log
システムを開発した． 

Weblog とは主に個人の情報発信の場であり，
頻繁に更新される形式の Web ページである．
Weblog 形式のサイトは，MovableType[1]に代表
されるさまざまな Weblog ツールを用いることに
より簡単に作成することが可能になり，個人の

Web における情報発信の機会を増加させること
となった． 
また，携帯電話端末を用いて情報発信をする，

moblog (mobile Weblog)という形式も増加傾向に
ある．携帯電話端末は，多くの人が常に持ち歩く

端末として普及しており，本来の通話機能以外に

もメールや Web 閲覧などの機能が付加されてい
る．moblog では，そのときその場所で感じたこ
とをメールで発信することにより，Webにおける
より手軽な情報発信が可能である． 
しかし，moblogも含め現状のWeblogは，一個
人の視点からみた情報の蓄積に過ぎない．そのた

め，数人の Weblog を読んだだけでは，偏った情
報を得ることになってしまう．また一方で，近年

の携帯電話端末の高機能化に伴い，カメラや GPS
が搭載されてきたが，現状ではそれらが有効に利

用されていない． 
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そこで，場 log システムでは高機能化した携帯
端末を用いて位置情報を付加して発信された情報

を収集し，位置に基づいて整理することにより，

現在の Weblog 閲覧とは違った，新たな閲覧方法
を可能にする．また，位置情報をメタデータとし

て定着させるための仕組みを提供する． 
 
2. システム構成 
図 1 に場 log システムの構成を示す．場 log シ
ステムは，主に情報収集部と情報提示部の 2つの
システムで構成されている． 

 

図 1 システム構成 
 
2.1. 情報収集部 
場 log サーバは，ユーザが送信したメール，ま
たは，ユーザの Weblog から情報を収集する．
Urban Landscape Search Engine[2]のように，位
置情報と GIS を用いたサービスはすでに存在す
るが，その多くは，ユーザがある特定のサーバに
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データを登録し蓄積するものである．場 log サー
バはユーザから直接送信されたデータを収集する

だけでなく，各ユーザがそれぞれの Weblog のコ
ンテンツとして蓄積している，他のサーバ内の情

報を収集することが可能である．また，この機能

により，分散した Weblog 環境を位置情報に基づ
いて統合することが可能になる． 
 
以下に図 2に示す情報収集部について述べる． 

 
図 2 情報収集部 

 
・メールからの収集 
図 2の①は，ユーザがメールを用いて場 logサ
ーバにデータを送信する部分である． 
場 log サーバにデータを送信するためには，ユ
ーザごとに発行されたアカウントを利用する．ア

カウントは，公開アカウントと非公開アカウント

から構成されており，送信先アドレス内に非公開

アカウントを用いることにより，ユーザの特定を

行っている．実際の送信先アドレスは以下のよう

な形式になっている． 
[公開アカウント]-[非公開アカウント]@balog... 
ユーザは，発行されたアドレス宛に位置情報を

記述し，画像を添付したメールを送信する．位置

情報は，メールの本文に緯度経度，もしくはそれ

らの含まれた URI の形で記述，または JPEG 画
像内に埋め込んで送信する． 
 また，図２の③のように，送信されたメールを

利用して，各ユーザの Weblog を更新することも
可能である．前述した moblog 機能を実現したも
ので，xml-rpc[3]プロトコルを利用して，場 log
サーバがメールを解析し，ユーザの Weblog に直

接投稿する．この機能により，場 log サーバが集
中してデータを蓄積するのではなく，各ユーザの

分散した Weblog 環境にデータを蓄積することが
可能になる． 
 
・Weblogからの収集 
図 2の②は，各ユーザの Weblogから情報を収
集する部分である． 
各ユーザは自身のWeblogサイトを PC，もしく
は携帯端末から更新する．その際に Weblog ツー
ルは，RSS (RDF Site Summary)[4]と呼ばれるメ
タデータを生成することができる．RSSにはサイ
トのタイトルや本文の概要等が記述されている．

場 logサーバは各ユーザのWeblogから RSSを収
集し，サイトの概要とともに，RSSに記述された
画像の URI を参照して画像を取得する．また，
RSSの収集には専用のクローラを用い，任意の間
隔で収集を行う．RSSと位置情報については，後
ほど詳しく記述する． 
 
以下に場 log サーバ内部での位置情報の処理に
ついて述べる． 
・収集したデータの処理 
カメラおよび GPS機能の付いた携帯端末では，
撮影した JPEG 画像内に GPS で取得された位置
情報を Exif 情報[5]として埋め込むことが可能で
ある．場 log サーバでは，受け取ったメール，も
しくは取得した RSSを解析し，タイトルや本文，
投稿時刻と共に，添付された JPEG画像をデータ
ベースに登録する．その際，JPEG 画像に埋め込
まれた Exif情報を解析し，位置情報や画像の撮影
時刻を取得すると共に，データベースに登録する．

Exif 情報の解析はモジュールを用いることによ
り，位置情報や時間だけでなく，撮影した端末の

情報や，撮影時のさまざまな情報を読み込むこと

が可能である． 
また，メール本文に記述された位置情報は，場

log サーバが受け取ったデータを解析して抽出す
る．この機能を利用することにより，GPSや基地
局を介して測定された緯度経度による位置情報を

利用することが可能になり，画像以外のデータに

位置情報を付加する形で，場 log にデータを登録
することが可能になる． 
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 以下は，場 log サーバ外部での位置情報の処理
である． 
・Weblogツール拡張プラグイン 
場 log サーバ外の自身の Weblog 上で画像から
得た位置情報を利用したいユーザのために，場 log
サーバのサブセットとして，JPEG 画像から位置
情報を抽出して表示し，各コンテンツから場 log
サーバへのリンクを生成する Weblog ツールのプ
ラグインを作成した．また，このプラグインを用

いることにより，Weblog ツールが生成する RSS
に位置情報を記述することができ，分散した各う

ユーザのWeblogが位置情報の記述されたRSSを
配信することにより，各 Weblog を位置に基づい
て整理することが可能になる．位置情報の記述形

式については後述する． 
 
・基地局からの位置情報取得ゲートウェイ 
 GPS が搭載されていない携帯電話端末の場合
でも，端末が通信している基地局から簡易位置情

報サービスが提供されているため，誤差は大きく

なるが，位置を取得することが可能である． 
 ユーザは自身の携帯電話端末で，位置情報取得

CGIにアクセスする．携帯端末は，基地局と通信
して自身の位置情報を取得し，アクセスした CGI
を利用して場 log サーバへ送信する．場 log サー
バは受け取った位置情報をユーザに送信し，ユー

ザは送られてきたメールに返信する形式で，画像

やコメントともに場 log サーバに投稿することで，
GPS が搭載されていない端末でも位置情報の付
加されたデータを送信することが可能である． 
 しかし，現在 NTT DoCoMoの iAreaを利用し
た位置情報サービスは，緯度経度ではなく NTT 
DoCoMo が定めたエリアのコードを得ることし
かできないため，広い範囲での場所を指定するこ

としかできない．よって，NTT DoCoMo の携帯
電話端末への対応は，現在検討中である． 
 
2.2. 情報提示部 
図 3は情報提示部の概念図である．場 logサー
バに収集されたデータはすべてデータベースに登

録されており，位置や時間，投稿ユーザなどの項

目をキーに情報を抽出し，並べ替えることにより，

さまざまな閲覧方法を可能とする．本研究では閲

覧用に 2つのアプリケーションを作成した． 

また，以下の 2つのアプリケーション以外にも
人をキーとして情報を抽出することにより，自分

自身の行動履歴を表示するなどのアプリケーショ

ンが考えられる． 

 
図 3 情報提示部 

 
2.2.1. 場所 blog 
図 4 は場所 blog の画面イメージである．場所

blogでは，場 logサーバのデータベースに登録さ
れた位置情報をもとに，指定した一地点から近い

距離にあるデータを抽出し，時系列順，もしくは

指定した地点から近い距離の順で表示する．これ

により，位置に基づいた Weblog コミュニティを
発見することが可能になる．また，携帯電話端末

から，ユーザが今いる地点の位置情報を送信する

ことにより，ユーザ自身から近い距離で投稿され

たデータを表示することが可能である． 
中心となる地点の指定には，緯度経度，もしく

は場 log サーバ内のデータを用いる．また，各ユ
ーザの Weblog にプラグインを導入することで，
ユーザが自身の Weblog に投稿した位置情報付き
のエントリを中心とした場所 blog を表示するこ
とが可能である． 
データの抽出は，場所 blog の CGI プログラム
の引数で設定することが可能であり，引数を与え

ない場合，指定された地点から 1km 以内あるデ
ータが抽出される． 
抽出されたデータは，時間と位置でソートする

ことが可能であり，図 4は東経 139,45,30.51 , 北
緯 35,41,33.23(千代田区一ツ橋 2丁目)付近のデー
タを，中心地点から近い順に並べて表示したもの

である． 
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図 4 場所 blog 

2.2.2. blog地図 
図 5は，場 logサーバのデータベースに登録さ
れた画像を，付加された位置情報をもとに地図上

の場所に貼り付けて表示するアプリケーションで

ある blog地図の画面イメージである．このように
表示することにより，現実世界との対応付けが容

易になり，情報の分布を視覚的に理解できる．ま

た，各画像を選択することにより，画像が拡大表

示され，関連付けされたコメントが表示される．

blog地図では，位置をもとにデータベースから抽
出し，撮影時刻や投稿時刻を利用してソートする

ことにより，ある地域の季節の変化を表示するこ

となどが可能になる． 

 

図 5 blog地図 

2.3. アプリケーションの応用 
第 18 回人工知能学会全国大会において，イベ
ント空間情報支援プロジェクトの一環として場

log を用いた支援を行った．図 6 は，その際に作
成した場 log::JSAI2004システムである．本シス
テムでは，画面左側に blog地図，画面右側に場所
blogを配置することにより，必要な情報を探しや
すくした．また，blog地図上の画像は，画面右側
の場所 blogと連携しており，クリックされた画像
周辺 1km 以内のエントリを自動で表示すること
が可能である． 
また，場 log::JSAI2004システムにおいて，東
京大学大学院の藤村氏らの協力を得て[7]，Web
から金沢市内のレストラン情報を抽出し，それら

を場 log内のデータとともに表示した．   

 
図 6 場 log::JSAI2004 
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3. 位置情報の記述 
 前述したように，本研究で作成した Weblog ツ
ール拡張プラグインを用いることにより，Weblog
ツールが生成する RSS に位置情報を記述するこ
とが可能である．本項では，位置情報の記述形式

について述べる． 
現在，多くの Weblog ツールが RSS1.0 の形式
にのっとった形で RSSを生成している．場 logで
は，RSS1.0を拡張し，item要素に Dublin Core[8]
の coverage エレメントを利用して，位置情報を
記述する．以下に例を示す． 
<item 
rdf:about="http://www.balog.jp/~hiro/mt/archives/000335.html"> 
<title>ｃａｍｉｏ 
</title> 
<link>http://www.balog.jp/~hiro/mt/archives/000335.html</link> 
<description>初めて上大岡に来た．．．.</description> 
<dc:subject></dc:subject> 
<dc:creator>hiro-moblog</dc:creator> 
<dc:date>2004-06-12T17:21:41+09:00</dc:date> 
<dc:coverage> 
  <geo:point> 
    <geo:lat>35.40828</geo:lat> 
    <geo:long>139.59548</geo:long> 
  </geo:point> 
</dc:coverage> 
</item> 

 また，FOAFの based_nearプロパティを利用し
て，人が拠点としている場所を記述することがで

きる[9]ので，位置情報の付加された RSS を一緒
に用いることにより，自分の活動拠点周辺の情報

を抽出することなども可能になる．  
<foaf :Person> 
  <foaf:name>Hiroki Uematsu</foaf:name> 
  <foaf:based_near> 
    <geo:point> 
      <geo:lat> 35.441388888889</geo:lat> 
      <geo:long>139.622975 </geo:long> 
    </geo:point> 
  </foaf:based_near> 
</foaf:Person> 
 場 logのアカウントとも FOAFを連携させるこ
とにより，ユーザの投稿が，自分の活動拠点付近，

つまり自分の住んでいる地域の情報なのか，もし

くは普段は訪れない場所，観光などで訪れた地域

の情報かという簡易的な判断を行うことも可能に

なる．  
 
 
4. まとめ 
本研究では，ユーザから 2種類の方法で写真等
のデータを収集し，そこから位置情報を抽出およ

び蓄積する場 log サーバを作成した．そして情報
整理の手法として，場所 blog および blog 地図の
２つを提案し実装した． 

また，位置情報利用の普及のため，Weblog 環
境で利用されている RSS への埋め込みを提案し
た．今後，位置情報利用のさらなる普及のため，

本研究で提案したRSSで場 log内データを配信す
るとともに，場 log サーバをもとにして対象を明
確にしたアプリケーションの開発を進める予定で

ある． 
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